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タイ薬用植物成分の EBV-EA 産生抑制効果 

Inhibitory Effects of the Extracts and Constituents from Thai Medicinal Plants 
on EBV-EA Activation 
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In order to find chemopreventive agents, the extracts and constituents of three Thai medicinal plants, 
Artocarpus heterophyllus, Ficus hispida and Streblus asper, were investigated for their inhibitory effects 
against the Epstein-Barr virus early antigen (EBV-EA) activation. Among the compounds, flavonoids isolated 
from A. heterophyllus and F. hispida showed strong activities on EBV-EA induction.  
 
【目的】 

がん予防を達成する一つの方法として，動植物由来の化学物質を摂取し，がんの発生を抑える（遅

らせる）手法が提案されている．本研究では，がん予防に効果的な植物および化合物を見出すべく，

タイ伝承医薬に用いられる 3 種の植物試料（Artocarpus heterophyllus 木芯部，Ficus hispida 果実，Streblus 

asper 根部）エキス，分画物およびそれらから単離した化合物について，発がん予防物質のスクリーニ

ング試験として Epstein-Barr virus 早期抗原（EBV-EA）産生抑制試験を行った． 
 
【方法】 

3 種の植物試料をそれぞれヘキサン，メタノール (MeOH)により順次抽出し，MeOH エキスはさら

に酢酸エチル (EtOAc)，ブタノール (BuOH)，水にて溶剤分別した．各化合物の単離は，Si-gel カラム

クロマト（CC），ODS CC，逆相 HPLC 等により行い，化合物の構造確認は 1H-NMR，13C-NMR，IR，
MS 法等により行った．EBV-EA 産生抑制効果は，Raji 細胞に 12-O-tetradecanoylphorbol 13-acetate（TPA）

を作用させて誘発した細胞表面の早期抗原が，検体の添加により抑制された割合から算出した． 
 
【結果】 

3 種の植物のエキスおよび溶剤分画物について試験を行ったところ，各植物のヘキサン抽出物，酢

酸エチル可溶性画分に比較的高い活性が認められた．また，単離して得た化合物 25 種（フラボノイド

12 種，ステロイド 4 種，クマリン 3 種，フェニルプロパノイド 2 種，その他 4 種）について試験を行っ

たところ，A. heterophyllus および F. hispida より得たフラボノイドに高い EBV-EA 産生抑制活性が認め

られた． 
 
【結論】 

A. heterophyllus および F. hispida の抽出物およびフラボノイドが EBV-EA の産生を抑制したことから，

これらの生薬は発がん予防の観点から有用であることが示唆された． 




